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１．はじめに 

携帯電話等の普及によって，いつでもどこで

もコミュニケーションを取ることが可能となっ

た．しかし，コミュニケーションを行う相手の

都合が悪い場所や時間に，コミュニケーション

のアプローチが行われてしまい，本来必要のな

い時間等のコストがかかる効率の悪いコミュニ

ケーションが起きている．特に組織では，目的

達成のために人と人のコミュニケーションが深

く関わってくる．そのため，効率的なコミュニ

ケーションのアプローチが必要となってくる．

そこで，本研究では組織におけるグループメン

バの居場所や状況といったプレゼンス情報を管

理し，それに基づいてコミュニケーション手段

を適切に取得する方式[1]を提案し，その実現性

を確認するための支援システムの試作を行った．  

 

２．グループコミュニケーションにおける 

プレゼンス情報 

現在，携帯電話，e-mail，ビデオチャット，メ
ッセンジャーなどのツールが，グループワーク

のコミュニケーションツールとして利用されて

いる．しかし，グループメンバは屋外・屋内を

移動し，また，作業中でそれらを使用可能な状

況にあるとは限らない．コミュニケーションツ

ールを用いてメンバとコミュニケーションを図

る側からすると，そのようなことを想定できず

に利用している．そのため，電話の掛け直しや

取次ぎ，e-mail の誤送信など，余分なコストや時
間が浪費されてしまう．このことを解消するた

め，相手がどこへ移動し，どんな状況をしてい

るかといったプレゼンス情報を把握する必要が

ある． 

図１ システムの全体構成 

 

３．プレゼンス情報と最適コミュニケーショ

ン手段の対応 

本研究では，プレゼンス情報としてグループ 

メンバの居場所と状況を扱う．これらのプレゼ

ンス情報を基に，最適なコミュニケーションツ

ールを対応させる．プレゼンス情報はユーザの

過去の行動パターンにより取得する．ユーザの

行動パターンでは対応できない特別なイベント

にはユーザのスケジュール情報を利用して，そ

の状況に合ったコミュニケーションツールを提

供する． 

 

４．ユーザモデルによるプレゼンス情報推測 

ユーザモデルは，ユーザスケジュール情報か

ら得られる．ユーザの居場所と状況から構築さ

れる．現在のユーザのプレゼンス情報は，ユー

ザモデルから推測される． 

 

５．プレゼンス情報を利用したコミュニケー

ション支援システムの構成 

本研究で提案するシステムの全体構成を図１

に示す．本システムはクライアント・サーバ型

のシステムであり，クライアントシステムは位

置情報検出システムを持ったインターネット接

続可能な端末である． 

 

プレゼンス情報管理機能 

クライアントからの位置情報データを受信し

Presence DBに格納する． 
 

ユーザモデル構築機能 

グループメンバの行動履歴を Presence DB か

ら取得しユーザモデルを構築する．ユーザモデ

ルを構成するデータは UserModel DBに格納され
る． 
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図３ クライアントのプロトタイプ構成 

図２ 確率ネットワーク 

スケジュール管理機構 

スケジューラを提供しスケジュール情報を

Schedule DBに格納する． 
 

プレゼンス情報推論機構 

プレゼンス情報の推論は図２に示す確率ネッ

トワークにより行う．ノードPlaceは位置情報検

出システムから得られた位置情報データである．

ノードTimeは現在の時刻を示し，ノードDay of 
Weekはその日が何曜日であるかを示している．
各リンクはそれらのノード事象の因果関係を示

す．それらをユーザモデルと照らし合わせ現在

のプレゼンス情報の推測を行う．位置情報検出

システムで位置情報が取得できなくなった場合

は，位置情報データのログをさかのぼり，過去

の行動履歴に基づき推測を行う．最後に取得し

た位置情報データログをLast Place１とし，その
ログの一つ前のログをLast Place２とした場合，
Last Place２からLast Place１へと移動する関係と
時間と曜日の因果関係より，現在どこにいてど

のような状況かを推測する．[2]

 

コミュニケーションツールの提供 

Presence DB に格納されているグループメンバ
の居場所，Schedule DB のスケジュール情報，
UserModel DB のユーザモデルを基にメンバのプ
レゼンス情報に対応したコミュニケーションツ

ールをWebブラウザを通して提供する． 
 

６．実験と評価 

本実験では位置情報検出システムとして GPS
（Global Positioning System）を利用して行った．
実験に使用したクライアントシステムは，GPS
端末搭載の携帯電話と同等の機能を持たせたノ

ートパソコンである．図３にクライアントのプ

ロトタイプ構成を示す．本システムの試用実験

場所として大学構内をエリアとし，提案したシ

ステムによるプレゼンス情報の推測の精度とコ

ミュニケーション手段の適合性に着目して行な

った．結果，屋外の際には GPS による確実性の
高い位置情報を取得できることにより最適なコ

ミュニケーション手段を提供することができた．

屋内についてはその精度は下がった．理由とし

ては，GPS は屋内位置情報検出には適応してお
らず，ほぼ位置情報データを取得することはで

きなかったため，確率的推論が中心となり推測

されたからである．このことは，対象とした実

験に参加した大学４年生は，受講講義が少なく，

確率が分散してしまったためと思われる．屋内

でも利用できる位置情報検出システム RFID等を
利用することにより，その精度の向上を期待で

きると考える． 

 

７．おわりに 

本研究ではグループメンバのプレゼンス情報

を位置情報検出システムだけではなく，確率ネ

ットワークを用いてグループメンバの置かれて

いる状況予測を行うシステムの試作を行った．

今後の課題としては，PC の起動履歴や会議室利
用履歴などを利用して室内空間におけるユーザ

の状況予測の精度を向上させることがあげられ

る. 
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